
第43 回大 会〕

D 155

目 的

一 部 と

い き た

概 念 や

意 味 す

ス キ ー

ら か に

方 法

係 を 明

生a  1

感 、 憧

し た Ｍ

結 果

24. 35;

充 実 感

子 と 貯

生 活 態

一 リ ン

D 156

し

い

デ

る

マ

す

ら

１

れ

Ｄ

と

を

蓄

度

グ

人

て

と

ザ

と

る

ー一一

か

１

Ｓ

考

２

感

と

等

か

間

の

考

イ

本

い

”
一

重

;こ

名

満

察

万

し

専

と

ら

被 服 行 動 と そ の 概 念 構 造 に つ い て

そ の2    . 購 買 行 動 に お け る 要 因 に つ い て

梅 花 短 期 大 学　 家 本　 修　　 三 重 短 期 大 学　 ○　 伊 藤　 五 子
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シ ス テ ム の 中 で 、 人 間 の 行 動 と 諸 機 能 と の 相 互 関 係 、 特 に 生 活iT 動 の

動 が ど の よ う な メ カ ニ ズ ム を 持 ち 、 因 果 関 係 を 持 つ か を 明 ら か に し て

こ の メ カ ニ ズ ム を 明 ら か に す る こ とa  、 被 服 行 動 の 嗜 好 や 選 択 の 意 味

、 柄 、 生 地 と い っ た 対 象 と の 対 応 関 係 も 含 め て 、 明 ら か に す る こ と も

目 的 は 、 上 記 の 関 係 を 明 ら か に す る た め に は 、 まr こ の ス ク リ プ ト や

心 理 学 理 論 を も と に 要 因 を 整 理 し 、 相 互 に 間 － す る ネ ッ ト ワ ー ク を 明

り 、 計 量 的 因 果 関 係 を 求 め る こ と に あ る 。

大 生 を 対 象 に 、 嗜 好 を 始 め と す る 生 活 の 感 覚 的 傾 向 と 被 服 行 動 と の 関

的 で 、 集 合 調 査 法 に よ ろ 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。 対 象 と し た 女 子 短 大

紙 の 項 目 は, 被 服 行 動 、 嗜 好 行 動 、 セ ル フ イ メ- ジ 、 生 活 態 度 。 充 実

ど の 項 目 で あ る 。 分 析 方 法 は 、 因 子 分 析 、 重 回 帰 分 析 、 個 人 差 を 配 慮

ル ス ケ ー リ ン グ 、 リ ズ レ ル モ デ ル 等 を 使 用 し た 。

基 本 属 性　 平 均　19.14 歳 、 自 宅 通 学 者　83.8% 、 小 遣 い は,    1 万 円 以 下

28.8 駕,    3 万 円 以 下　24.3S; 。 日 常 生 活 で は. 食 生 活 と 住 生 活 と に や や

、 学 生 生 活 と 衣 生 活 に 充 実 感 が 低 い と 感 じ て い る 。 ②　 生 活 堅 実 型 因

家 族 重 視 型 因 子 と 豪 華 ホ テ ル で の 結 婚 式 へ の 憧 れ 、 各 因 子 と 装 い 型 や

が 認 め ら れ た 。 ③　 被 服 行 動 の 嗜 好 性 か ら　 一 対 比 較 法 デ ュ ア ル ス ケ

造 「 材 質 」 「 流 行･ 不 偏 」 「 同 調 ・ 準 備 」 の 要 因 が 認 め ら れ る 。

着用者の要因が衣服の「似合う」に及ぼす影響

武庫川女子大　○磯井佳子　　 長滓由美　　 風聞　健

目的: 衣服が着用者に似合う程度の判定に当たって、 着用者の顔・体型・髪型がどのよう

に影響するかを求める。

方法: 衣服１種類、 顔３種類、 体型４種類、髪型５種類の組合せを、コンピュータグラフ

イック（ダイアート）の画面に映し出し、 判定者に「似合う一似合わない」を５段階で

判定させる。判定者は再現性の高い者を予備テスト で９名選んだ。判定結果に三元配置

の繰り返しありの分散分析を行い、 顔・体型・髪型の主効果と交互作用を求めた。 併せ

て数量化理論による解析も行った。

結果: 分散分析表が右のよう
に得られた。

考察: 分散分析表から、主効

果は体型と髪型、 交互作用

は３要因の組合せに生ずる

ことを知った。最も似合う

組合せは顔(1) 、 体型（

細い）、 髪型（ボブ）であ

った。 その他。 それぞれの

主効果と交互作用が有意に

なった要因を明らかにした。
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